
特定非営利活動法人 りんりん

『あったらいいな』を形にする

新緑の言葉のみどりが、からだの1'まで染み透るような季節と

なりました.

さて、上記の表題は、22年度総会の私のあいきつてした.りん

りんって何をしているの?特定非営利活動法人っていうから、金

儲けしてはいけないんじゃないの
'と

いう質問を多く受けるように

なりわかりやすく答えるために考えました。

りんりん誕生のキッカケは 「明日病院を退院する一人暮らし

が困難な高齢男性を助けてくれませんかJという依頼に7人の女

性たちが応えたことでした。平成6年5月19日から支援が始まりま

した。指折り数えて満16年が過ぎました.

仏たちが・たすけあい・という白主活

動が初めの一歩でした。その後 介護保

険事業や障がい福祉事業 子育て支援

事業 学童保育事業なども新たに取 り

組みました.新しい事業を始める時はい

つも ただひとりの人の願いに背中を押

してもらいました。
お
`議竃  ぁったらいいな'を創り続ける活動は

それを実現するために智意ばかりでなくお金が必要なこともあり

ま九 みんなで働いて税金も払い、残つたお金(利益)を個人に分

配せス 地域の課題を解決するために使う活動をしているよ人が

・特定ブ1営利活動法人'でヽ

`あったらいいな'つ
'形

になり、・あつてよかった'と言ってぃただ

けるよう努力を重ねますので りんりんへのご理解とご支援をお

願いいたしまヽ

理事長 村上兵喜子
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仕内佐多夫氏

去の看病をお願いしたことがご縁となりました.

NPO法 人設立当時のこと力ゞ 印象強いで,■ゼロ

からの出発にかかわら二 よく努力されました.方

針については 今のままでよいと思いまヽ そしてお

金より人材こそが財産ですから 人l● 育成をし

ていただきたい.

,内 氏のご紹介でりんりんを知りました。ここま

で発展されたことに敬服していま丸 健全経営で

彙喘らしや、堅実にやっておられるから これから

も今までと同じ方向でよいでしょう.政府の方針が

どうなるか判らないが これからも需要は伸びると

思いま■
高木 宏氏

現在りんりんが多くの分野で活躍しておられ

るので さらにこの上をとは考えません。ここまで

発展させてこられたヽ 上さんのご尽力は大きな

ものがあると思う 今後のご発展を望んでおり

まt

10年以上のお付き合いになる力ヽ これまでは章

大な問題を抱えることなく順調に来ている.これか

らltが重要であろうから 今ここであらためて

NPO法 人設立の原点にかえって見 貞してみるべ

き時と思う.そして こヤしからもいろいるとチャレン

ジして行ってほしい。
市川 幸夫氏

このりんりんも含めて岩

“

|を「人にやさしいШ」

たくさんの人に来てもらえるll Jにしたい.わたし

自身としては りんりんと地元がうまくマッチする

ための橋渡し役をしたいと考えていまヽ

榊原 幸宏氏



を雨昨りしきる中 今年度総会が5,!23日(口)こ|」かれました.

9時30分からべ,レく―研修があつたので 10叶からの給会には事

蓄所1階ホールの椅子が足りなt■まど多くの参加者がありました

, 部はヽ上理,■ のあいきつ 理J:のあいきつ 脇力会,tの1()

年表彰と進み 第二青

`は

受知教育人予3年生からなる●弦楽けのИt

■■ 重本(もくごくも)に■を傾けました。木竹のやわらかな=き にH

常とはとは違った,国 気を味わって散会となりました

不」用者さん 同様に意ま

れました.況ってもらうこと

が少ないので新鮮な感激

です.細 く長 く勁めていき

た, .ヽ

～今年の勤続10年表彰はH人 でした～

力1藤 豊子さん

***そ れぞれの方にひとこといただきました***

自分の10年間をおりかえるよい機無 なり

ました.どれほどの方のお匹話をさせていただ

いたのか教えてみたら160人 もありました。いつ

か自分の世話もりんりんに頼みたい.

近藤久仁子さん

家の都合でなかなか思うようにtiが できなかつた私に きちん

と向き合っていただけた事に感謝していま,

神谷 吉子さん



神原 女1子さん

塩谷仁代子さん

今はささやかな協力しかできませんが そ

んな私の事情を理解して、支えてくれるりんり

んのスタッフに感謝していま丸 やつばリベル

パーの仕事が好きなんですね わたし。健康

管理をしっかりしてがんばりま■

利用者さんに学ば

せていただくことが多

いて丸 ふれあいのサ

ークルで交流の輪が

広がり、介護の仕事で

視野力拡 力つました.

中野 君代さん

思い出が多い

です.利用者さん

から学ぶ中で自分

も育ってきました。
りんりんという居場

所力=あってよかつたで

ヽ もう少し続けたい.

中林津矢子さん

これからも楽しく教えられながら続けたい.

利用者に脚1漱されて 新聞もよく見るように

なりました。

市川真由美さん

上の娘がもう中学

生になりましたに れ

からも預張りたい.

みなさんからよく

お1ヒリを受けたけ

れど すく忘れるタ

チなのでやつてこ

れました

中学生だつた娘が

もうすぐ母になりま

九 あつという間の

10年でした これ

7Jらヽもよろしく.

松岡 栄子さん

い |

下村 裕子さん

田中 山実さん
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渡遭 千恵氏 ・… ・。・・・・・・… ●●●●

デイサービスリんりんの立ち |げ時から

右もよもわから

'活

動をしてきました 10年の

間にいろいろな事があり勉強させていただく

ことも多々ありました 今後も皆さんと協力し

合って進んでいきたいと思い妾すのでよろしく

お願いいたしまヽ

下村  裕子氏・・・・・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

たくさんの人に文えられ、りんりんは成り立っているのだと改め

て感じま
"、

今は 「ものメま溢れるほどにあるのに どこか生きにく

く感じる●L.りんりんは「ひとJを大t」にできるところでありたい

次世代を担う子どもたちにも伝えていきたいと思いまヽ

市川 真由美氏 ・・・・・●●●●|●●

今まで楽しく月るくをモットーに

仕事をしてきました そしてたくさん

の皆さんに支えらl■てきたと実感し

ています.これからもこの・支え愛

助け愛'の気持ちがずっと続いてい

くことが計1来るよう人役(新理事)だ

と思います力
'力

んゞばっていきたいと

思います。

よろしくお願いいたしまt



榊原

ご寄付ありがとうございます
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美 文雄  (破 Tfl略)

石橋美智子

石川 みき

市川 幸夫

市野すなを

鞍口まち子

価上 高子

遠藤百合子

大岩 武久
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本村 静子

小林 叡子
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古川 智子
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平成22年度贅助会員

近藤 直美

近藤 和江

″藤千米子

椰原 綾子
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歯rlハミール

須賀 十子

杉浦美綺子

杉江 義明

研修会

4月 介諮技術 〔首■え 移乗〕

5月 倫理ll領 ブライパシー保護
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